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発表演題名 管理型最終処分場における観測井内滞留ガス濃度調査 

学会名 第 26 回廃棄物資源循環学会研究発表会 
発表者名 環境部 水質環境研究Ｇ 荻野 賢治 

開催場所 九州大学 

開催日時 平成２７年９月３日（木） 

発表内容 埋立時期が異なる隣接した管理型最終処分場に設置した観測井内部に滞

留したガス濃度を携帯型ガス濃度測定機でモニタリングした。その結果、保

有水水位が低いときにメタンと二酸化炭素濃度が高濃度で検出され、酸素濃

度が低下する傾向が確認された。これは、有機物分解で生成したガスが保有

水水位以下に気泡状で存在し、水位低下によって大気中に放出されるメカニ

ズムが考えられた。さらに、検出された二酸化炭素濃度は埋立終了から長期

間が経過した区画の方が高い傾向があり、このことは廃棄物埋立層内部の雰

囲気が安定化により、次第に嫌気性から好気性に移行して、好気性分解が進

行しやすくなっているためと考えられた。 
今回、調査に用いた方法は微量の発生ガスの有無を簡便に検知できること

から、埋立地内部の安定化進行状況を推察し、地上部を有効活用するための

安全性を評価するための手法としては有効であると考えられた。 

 


